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NY マーケットレポート（2022 年 6 月 15 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

5 月小売売上高（前月比） -0.3％（予想 0.1%・前回 0.9%⇒0.7%） 

5 月小売売上高[除自動車] 0.5％（予想 0.6%・前回 0.6%⇒0.4%） 

5 月の米小売売上高は、市場予想に反して 5 ヵ月ぶりのマイナスとなった。一方、変動が大きい自動車・同

部品を除いた売上高は前月から伸び幅が拡大した。高インフレの影響で消費が鈍化したと見られている。建

設資材は 0.2％（-0.2％）、食品・飲料は 1.2％（-0.1％）、ガソリンスタンドは 4.0％（-1.9％）と改善し

たものの、自動車・同部品が-3.5％、（前月 1.8％）、家具が-0.9％（1.6％）、電気製品が-1.3％（1.8％）

となったことが影響した。 

 

データを基に SBILMが作成 
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6 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 -1.2（予想 3.0・前回 -11.6） 

6 月のニューヨーク連銀製造業景況指数は、市場予想に反して 2ヵ月連続のマイナスとなった。新規受注や

出荷、雇用者数は前月から伸びたものの、6ヵ月先の予想が低下したことなどが影響した。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

FOMC 政策金利 1.50％-1.75％％（予想 1.25%-1.50%・前回 0.75%-1.00%） 

 

データを基に SBILMが作成 
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FOMC主な声明 

・経済活動は第 1四半期に落ち込んだ後に回復したようだ 

・ここ数カ月の雇用の伸びは堅調、失業率は低いまま 

・ロシアによるウクライナ侵攻は多大な人的および経済的な困難を引き起こしている 

・中国でのロックダウンがサプライチェーンの混乱を悪化させる可能性も 

・インフレのリスクを非常に注視している 

・雇用最大化と長期的な 2％のインフレ率の達成を目指す 

・FF金利の目標誘導レンジを 1.50％-1.75％に引き上げることを決定 

・目標誘導レンジの継続的な引き上げが適切になると予想する 

・インフレを 2％の目標に戻すことに強くコミット 

 

パウエル FRB議長の会見での主な発言 

・メンバーはインフレの上向きリスクを認識 

・インフレ動向は今回の大幅利上げを正当化 

・0.75％の利上げが普通になるとは想定せず 

・次回の FOMCでは 0.50％か 0.75％の利上げの可能性が高い 

・ミシガン消費者マインド指数の速報が強く目を引いた 

・広範囲に及ぶ景気減速の兆候はない 

・年末までに 3.0％-3.5％の抑制的な金利水準を望む 
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ダウ平均は 6営業日ぶりに反発、ナスダックは大幅続伸 

米株式市場では、FOMCで 0.75％の利上げが決定されたことを受けて、ダウ平均が一時マイナス圏まで下落す

るなど、主要株価指数は下げ幅を拡大した。しかし、パウエル FRB議長の会見での発言が予想されたほど強

気ではなかったと受け止められたことから、主要株指数は堅調な動きとなった。さらに、下落が続いたこと

で値頃感の買いも観測され、主要株価指数は上げ幅を拡大した。ダウ平均株価は、序盤から底固い動きが続

いたものの、FRBの利上げ決定を受けて一時前日比 179 ドル安まで下落した。その後は買い戻り優勢となり、

終盤に 645ドル高まで上昇したものの、引けにかけて上げ幅を縮小して 303.70ドル高（+1.00％）で終了、6

営業日ぶりの反発となった。一方、ハイテク株中心のナスダックは、270.81 ポイント高（+2.50％）で終了

して大幅続伸となった。 
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ドルは主要通貨に対して下落  

NY 市場では、序盤に発表された 5月の小売売上高と 6月 NY 連銀製造業景気指数がともに予想外のマイナス

となったことから、ドルは主要通貨に対して上値の重い動きとなった。ただ、FOMC の結果発表を控えて様子

見ムードも強まっており、値動きは限定的だった。FOMC では 0.75％の利上げが決定されたものの、予想通り

の結果だったことで直後に米長期金利が低下となり、ドル/円は発表直前の 134.34から 134.12まで下落した。

ただ、年末時点の金利見通しが 3.40％と 3 月時点の 1.90％から引き上げられたことが好感され、長期金利の

上昇と共にドル/円も 134.96 まで上昇した。しかし、パウエル FRB議長が会見で 0.75％の利上げが普通にな

るとは予想しないと発言するなど、発言が予想されたほど強気ではないと受け止められたこから、米長期金

利の低下とともにドル/円は 133.51まで下落した。一方、欧州通貨や資源国通貨は対ドルで上昇したことや、

米主要株価指数が終盤にかけて上げ幅を拡大したことから、対円でも堅調な動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 
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